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ある夏のこと、白い麻の上着に異変を見た。その内ポケットで、

万年筆のねじ込み式のキャップがはずれ、ブルー・ブラックのイ

ンクが上着に吸い尽くされていた。この万年筆（モンブラン）を

見限り、ねじ込み式ではないウォーターマン（1884年にアメリカ

人のルイス・エジソン・ウォーターマンが発明）を手に入れた。念

のために上着はブルー・ブラック色の麻に替えた。

谷崎潤一郎が1933年頃、「陰翳礼讃」の中で次ぎのように語っ

ている。「仮に万年筆と云うものを昔の日本人か支那人が考案

したとしたならば、必ず穂先きをペンにしないで毛筆にしたで

あろう。・・・我等の思想や文学さえも或はこうまで西洋を模倣

せずもっと独創的な新天地へ突き進んでいたかも知れない」

と。谷崎の発想は、遅ればせながら筆ペンとなって実現された

。私は万年筆にも、筆ペンにも未練を残す。でも世の中はキー

ボード。ビル・ゲイツが長者番付に君臨して10年にもなるという

。 （29 FEB.2004 日高卓三）

法隆寺　夢殿 /NARA



第３回 松場 登美
インタビューアー：事務局広報

取材：平成16年0月00日

＊このコーナーでは、様々な分野で活動されている方々に登場していただいております。

　今回は、（株）石見銀山生活文化研究所の松場登美さんにお話を伺いました。

　私は全く今まで本格的にインテリアの勉強もデザインの勉強もしておりません。でもだからこそ、何の概念も持たないでできるのかもしれませんね。ブ

ラハウスの玄関を見ていただきましたか？あの敷き板に使ってあるものは近くの小学校を解体する時にいただいた、下駄箱の所にあった踏み板なの

です。昔の白いペンキが落ちた跡も、いい雰囲気がでてるでしょう？ 何千人、何万人と言った子供達がこの板を毎日踏んでいたのかと思うと、とても

楽しくなります。

　ある日、中庭に面したガラスが壊れたのです。それを近所でステンドグラスを勉強されていた主婦の方にお願いして、壊れた所に葉っぱの形のステ

ンドに仕上げてもらいました。そんな風に壊れたものをすぐ捨ててしまうのではなく、これをどうしたらもっとステキに再生できるかしら？といつも考えるの

です。

　こうして廃屋になったような古い家屋を直しては住んでいますが、決して骨董趣味でもなんでもないんです。ぜんぶ古いものばかりでコーディネートす

ると、どうしても新しい感覚の空間にはなりません。そのバランスが難しいのです。ある時、和紙でできたステキな暖簾があったので、この家（旧阿部家

で、今はゲストの為の家になっている）の奥の間にどうかしら？と友人に相談した事があるのです。するとその友人は「似合うかどうか、それは私たちが

決めるのではないのよ。家がちゃんと決めてくれるから掛けてごらんなさい。」と言われたのです。　

　私は「楽しいうらぎり」と言っているのですが、さりげない所でちょっとした事をして遊んでいます。通った人が、これを発見してどんな反応をしてくれる

かしら？と想像するととても楽しいのです。

　

　ある時、この町でも一番質素な家が、住む人もなく売りに出されました。柱も細く、殆ど家としては価値のないような家です。その家を昔あったような雰

囲気の壁に仕上げ、私はそこを「ろうそくの家」と名付けました。そこには全く電気を通さなかったのです。ここで私は囲炉裏に炭を起こし、和蝋燭の

火だけで大切なお客様をお迎えします。この家に入られた時は、最初は真っ暗なものですからとても不安がられます。でも段 目々が慣れてくると、ここで

しか味わえない不思議な世界が開けてくるのです。その時、このとても質素な家がどこよりも贅沢な空間になるのです。ここにいると、段々五感が研ぎ

澄まされてくるのですよ。今はご飯ひとつ炊くにも、スイッチひとつで炊けてしまいます。でも私はちゃんと薪でご飯を炊き、薪でお風呂を沸かしてお客様

をお持てなしします。一番は薪で炊いたご飯が美味しいって事もあるのですが、....。ここにステンドグラスの作家の方が来られ、是非自分の作品を

この空間に作りたいと言われ、最初、ステンドグラスがこの空間に合うのだろうかと心配したのですが、今、そのガラスの積層した作品の後ろに蝋燭を

灯すとまるで海の中から地上を見るとこんな感じかしら？って思う程ステキなものになりました。ご覧になりましたか？　　

　ここには宝物が沢山あります。毎日がとても楽しいのですね。この町に沢山の若い人達が来てくださる事を願っています。私はいつまでもここにいて、

来られる人のお話を楽しみにしています。

●Profile

松場 登美

（株）石見銀山生活文化研究所
address: 島根県大田市大森町駒の足

TEL: 0854-89-0077

E-mail: info@burahouse.co.jp

HP: http://www.burahouse.co.jp/

全国に有名百貨店を始め数十カ所のショップを持ち、

雑貨「ブラハウス」、洋服のメーカー「群言堂」を夫婦

二人三脚で立ち上げる。あくまでも石見銀山にこだわり

会社が大きくなった今でも本社を大都市に移転せず、

地元銀山から発信を続けている。

Interview

みんなが集まった時、登美さんは大きなやかんに麦茶を沸かし、水で冷

やし、ガラスのピッチャーやステキな土瓶に氷を入れて、自ら我々のお

もてなしをしてくださいました。台所の床や作業台等は耐火レンガ（廃

材の頂き物）で作られ、この耐火煉瓦の風合いが好きなんですよね。汚

れてもステキでしょ！ と、にこやかに微笑まれていました。訪れた人に

本当に生きる為に、今の自分にとって大切なものを思いださせてくれる

まるで現代の桃源郷のような場所。町がどんどん大きな息吹を持って、

我々に何が大切かを語りかけてくれる・・・、そんな思いがしました。

「とき」のひと

まつば とみ



　島根県大田市大森町は、南北に続く１キロの町並み、雑木林と瓦葺きの

民家、そして寺院が散在し、かつて日本のどこにでも見られた、昔話のような

のどかな風景が濃く残っていました。

　川に沿った銀の山道べりには、白い水引草、赤のたでの花がひっそりと咲

き、戦国時代から村の人 を々なごませていたのでしょう。点 と々掘られた石

見銀山の坑道の跡は、人々の汗と吐息が聞こえそうで、わびしさ、せつなさ

に思わず手をあわせたくなるようでした。

　そんな朱瓦に土壁の町に足を一歩踏み入れて、何か現代人の忘れ物が

見つかりそうな、又、人と人の暮らしの原点が見つかりそうに思えたのは、

私だけではなかったと思います。そして街に住む私達が、過ぎ去った過去を

思い、昔はいい、自然はいいと今を嘆いている時に、一歩一歩、町並みと自

然保存のために、地域住民と一緒になって、再生を実現させている市の住

宅課の方々、生活文化研究所のオーナーの方、人生の課題として取組んで

おられる生き方にとても感銘を受けました。私達はもっともっと製図版（今は

CAD?）をはなれ、土、石、木、草花を手にし、山のにおいをかぎ、海の風を感じ

、五感をのびのびと刺激しあいながらもの創りをしないといけないと思いまし

た。

　住まいの再生というのは人の歴史や記憶の再生であり、こわすことではな

く、住み続けることで、先祖をたいせつに、人間をたいせつに、自然を大切に

していくことであることをあらためて強く感じました。

　いま一度、重要文化財熊谷家住宅改修工事が完成した折に、もう少し

町の事を勉強しておとづれてみたいと思います。そして私は町の再生など

という大きなことには立ち向かえないけれど、自分の生活の中で、季節季節

の折には、先祖が大切に使って感じていた物に触れ、歩いていた事の記憶

をたどり、新しい生活の発見をしながら、これからの住まいづくりを楽しんでい

こうと思います。

　ちなみに我が家は、築８０余年！・・・負けず劣らず古民家です。

石見の国　銀の道ツアーに参加して

高野建築設計事務所　高野敏彦 （有）チェスト　青木　克幸

Report

U建築設計事務所
上田　悦子

　良いデザインとは、使い手の使いよさを追求したものではないだろうか。

また、その過程で必要でないものが除かれ美しいものが出来ていくのではな

いだろうか。

　その考えは、住宅、家具、お皿と、人が日常を通じて使う全てのものに当て

はまる。そして、私たちは日常の暮らしをデザインしてゆくのだと、改めて知る

ことができました。

　講演会後の飲み会では中村先生自ら気さくに話しかけてくださったり、酒

を注ぎあったりととても楽しい時間をすごすことができました。

　その中で中村先生の話す姿や、食べる姿や、飲む姿を見て「この人は生

き方からデザインを行っているのだなぁ」と実感いたしました。

　講演会や飲み会など、中村先生と接する時間の中で様 な々デザインを教

えていただいた貴重な体験でした。

中村好文　講演会

広島工業大学　環境デザイン学科
槌田　瞳

広島工業大学　環境デザイン学科
植田　開



Plannig
高須の家

「高須の家」

所在地　　　:　広島市西区高須

敷地面積　　:　298.29m2

建築面積　　:　162.22m2

延べ面積　　:　226.26m2

構造規模　　:　RC壁式構造、2階建

設計・監理　:　アトリエ平田

施工　　　　:　共立建設（株）中国支店

　「高須の家」は広島市の中心部より５kmほど西に位置し、都心に近い割

に静かで良好な住宅地に立地しています。南に数・ゆけば海があり背後に

はなだらかな山があるという、瀬戸内の典型的な温暖な場所なので、通風を

十分考慮した開放的な住宅にしたいと考えました。しかし、昨今の犯罪件

数の増加により、解放性と安全性の相反する課題にいつも頭を悩まされま

す。また、隣接する敷地が大きな空き地（現在は貸駐車場）なので、近い将

来に集合住宅が建つ可能性が高いことから、コートハウス形式を採用する

ことにしました。

　道路側の１階は玄関・ゲストルーム・車庫、２階はルーフバルコニーを、中庭

を挟んで敷地の奥側の１階はＬＤＫ、２階は寝室を配置しています。この構

成により、外部からの視線を遮りながら、中庭に対して大きな開口部を設け

ることが可能となりました。

　クライアントは夫婦＋子供二人の４人家族で音楽好きの一家です。１階の

リビングルームは天井を高めににとり、大きな気積の空間することで、家族で

音楽を楽しめる場所にしています。隣接しているスタジオは吹奏楽器のレッ

スンのためのスペースで防音が施されています。内装は中庭との一体感を

保ちながら、コンクリート打ち放しと対比させるためなるべく自然素材を用い

ました。１階の床はフローリング、壁・天井は珪藻土塗り、２階の床はコルクタ

イル、壁・天井は珪藻土壁紙とシンプルにまとめました。「音楽を楽しむホー

ムパーティー」そんな情景を描きながら、豊かな空間になるようデザインしまし

た。

アトリエ平田

　広島市中心に位置する堺町（且つて本川町、境町、十日市町、左官町と

沢山の問屋が軒を連ねていた）の築13年目の三階建てビルの三階部分全

面リニューアル工事で、夫婦と中学生（女）、高校生（男）の四人家族の為

の住宅である。小規模のビルが建ち並ぶこの地域は、且つての喧噪からは

想像できないくらい夜になると静かな地域である。街の中心部からも至近距

離にあり、平和公園も近く、意外に生活するには便利な所ですが、反面防犯

に関しては慎重に計画し、対処しなければなりませんでした。

　計画のポイントは、ダイニング.キッチンを中心に家族、仲間が集まれる空

間。材質は自然素材を生かし、造り付けの家具等はシンプルなデザインで

構成する。外からの遮音、断熱（すべての開口部はペアガラス仕様）し、特

に空調の関しては、温水、冷水を特殊なパネルを通すことでファンを回さず

全く部屋の空気を汚さず、自然対流のみで冷暖房するシステムを採用し、

室内換気は一種換気による構成としています。室内の配置は玄関からホー

ルを抜けると正面に約2.7×5.0のパティオ（中庭）があり、パティオを中心に

リビング.ダイニング、それぞれの子供部屋が配置してます。主寝室.クロー

ゼット.書斎.書庫は北側にありますが、屋上からのトップライトにより明るく静

かな空間を創りだしてます。自慢のキッチンはL型のカウンター（既製の商品

をカスタマイズしコストと機能性とデザインを考慮した）に2口の電気調理器.

ハイカロリー1口ガス.電気式グリル.そして電気式のオーブンをスマートに配

し、料理好きのご主人の腕を振る姿が楽しみの住宅です。ビルの中と言う

限られたスペースの中でこのたびのリニューアルは、上手く仕上がったケー

スだと思ってます。

堺町の家

「堺町の家」

延面積：約148m2（44.8坪）、但しパティオ（中庭）13.5148m2（4.08坪）を含む

■主な仕上げ

天井：ベンジャミンムーア仕上げ、レッドシダー張り自然塗料染色仕上げ

壁：ベンジャミンムーア仕上げ、ガラスモザイク、タイル仕上げ

床：ボルドーパイン21t自然塗料染色仕上げ、タイル仕上げ

別注家具及び建具は全てバーチ材（柾目）、自然塗料染色の上ワッ

クス仕上げ

エルイーオー設計室

中川　裕二
平田　欽也




